
竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一

本
稿
は
、「《
資
料
》
竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
―
和
歌
を
主
題

と
す
る
組
香
（
一
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
、
二
〇
一
六
年
一
一

月
）、「
同
―
同
（
二
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
4
号
、
二
〇
一
七
年
二

月
）、「
同
―
同
（
三
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
1
号
、
二
〇
一
七
年
五

月
）、「
同
―
同
（
四
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
2
号
、
二
〇
一
七
年
八

月
）、「
同
―
同
（
五
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
3
号
、二
〇
一
七
年
十
一

月
）、「
同
―
同
（
六
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
4
号
、
二
〇
一
八
年
二

月
）、「
同
―
同
（
七
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
1
号
、
二
〇
一
八
年
五

月
）、「
同
―
同
（
八
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
2
号
、
二
〇
一
八
年
八

月
）、「
同
―
同
（
九
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
3
号
、二
〇
一
八
年
十
一

月
）、「
同
―
同
（
十
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
4
号
、
二
〇
一
九
年
二

月
）
に
引
き
続
き
、竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
所
載
の
組
香
に
つ
い
て
、と

く
に
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
を
対
象
に
、
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
書
の
巻
か
ら
、
小
倉
御
幸
香
、
汐
干
香
、
常
盤
木
香
の
、
計

三
つ
の
組
香
を
取
り
上
げ
る
。
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明
は
、「《
資
料
》

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
2
号
、

二
〇
一
六
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説

は
、
前
掲
『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、

以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関

わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。

一
、（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構
造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道

用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。
そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語

解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、（
2
）
で
引
用
す
る
和
歌
作
品
の
本
文
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新

編
国
歌
大
観
』V

er.2

（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
る
。

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介

│  

和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
十
一
）  

│

矢　

野　
　
　

環

福　

田　

智　

子
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二

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

《
書
巻
―
九
》
小
倉
御
幸
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
小
倉
御
幸
香

 

　
百
人
一
首　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

貞
信
公　
　

 

　
　

小
倉
山
峯
の
楓
葉
心
あ
ら
は　

今
一
た
ひ
の
御
幸
ま
た
な
ん

 

　

此
哥
に
因
て
組
侍
た
る
也
。

一　

小
倉
山
香
、
峯
の
紅
葉
香
、
心
有
は
の
香
、
今
一
度
香
、
各
二
包
充
、

御
幸
ま
た
な
ん
香
一
包
ウ
香

な
り

、
都
合
九
包
出
香
と
す
。

一　

地
香
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
客
香
は
試
な
し
。」
書
一
七
ウ

一　

地
香
八
包
打
交
、
四
包
炷
出
し
終
て
、
又
残
四
包
の
内
へ
客
香
を
加

へ
五
包
と
し
、
打
交
て
焚
出
す
。
初
五
炷
開
、
六
炷
目
よ
り
は
一
炷

開
と
し
て
、
客
香
を
限
と
し
て
香
は
終
る
也
。

一　

記
録
点
は
、
地
香
何
人
聞
に
て
も
一
点
充
、
客
香
何
人
に
て
も
二
点

充
也
。

一　

札
数
一
人
前
九
枚
、
十
人
分
九
拾
枚
也
。」
書
一
八
オ

 

　
　

札
紋　

十
炷
香
札
紋
に
同
し

 

　
　

札
裏

 

　

小
く
ら
山　
　

峯
の
紅
葉
は　
　

心
あ
ら
は

 

　

今
一
度
の　
　

各
二
枚
充

 

　

御
幸
待
な
ん　

一
枚

一　

記
録
認
様
左
に
顕
す
。」
書
一
八
ウ

 

　
　

小
倉
御
幸
香
之
記

 

〔
表
〕」
書
一
九
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

小
倉
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初　
　
　
　
　

後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　
　
　
　
　

…

　
　

峯
の
紅
葉　
　
　
　
　

コ　
　
　

…　
　
　
　
　

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
＝
8

－

4
＝
4　
　
　

」

　
　

心
有
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

　
　

今
一
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

御
幸
ま
た
な
ん　
　
　

1　
　

本
香
に
は
、地
香
「
小
倉
山
」「
峯
の
紅
葉
」「
心
有
は
」「
今
一
度
」
の

香
、
各
二
包
と
、
ウ
香
（
客
香
）「
御
幸
ま
た
な
ん
」
の
香
一
包
の
、
計
九

包
を
用
い
る
。
地
香
は
試
香
を
行
う
。
客
香
に
は
試
香
は
な
い
。

ま
ず
、
地
香
八
包
を
交
ぜ
、
四
包
を
焚
き
出
す
（
初
段
）。
次
に
、
残
り

の
四
包
に
客
香
一
包
を
交
ぜ
、
五
包
に
し
て
、
一
包
ず
つ
焚
き
出
す
（
後

段
）。
一
炷
目
か
ら
五
炷
目
ま
で
は
、
ま
と
め
て
包
紙
を
開
き
、
答
え
を
披

露
す
る
五
炷
開
き
と
し
、
六
炷
目
か
ら
は
一
炷
開
き
で
、
客
香
が
出
た
ら

香
席
を
終
え
る
（
焚
き
止
め
）。
こ
の
包
紙
の
開
き
方
は
特
異
で
、通
常
は
、

初
段
を
終
え
た
時
点
（
本
組
香
で
は
四
炷
焚
き
終
わ
っ
た
時
点
）
で
包
紙

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

⎫｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*

*
*

*

*

*
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三

を
ま
と
め
て
開
き
、
後
段
に
入
っ
て
か
ら
（
本
組
香
で
は
五
炷
目
か
ら
）

は
一
炷
開
き
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
六
炷
目
に
客
香
が

出
る
と
、
最
短
で
香
席
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
伝
書
に
は
、
そ
の
場

合
の
香
之
記
を
掲
載
し
て
い
る
。

答
え
に
は
、
特
殊
な
香
札
を
用
い
る
。
札
紋
は
十
炷
香
札
と
同
じ
で
あ

る
が
、札
裏
は
、香
名
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
人
九
枚
、十

人
分
を
用
意
し
て
お
く
。

記
録
点
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
地
香
は
一
点
ず
つ
、
客

香
は
二
点
ず
つ
で
あ
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
百
人
一
首
』
二
六
番
に
載
る
。

 
 

貞
信
公　
　

 

を
ぐ
ら
山
み
ね
の
も
み
ぢ
ば
心
あ
ら
ば
い
ま
一
た
び
の
み
ゆ
き
ま
た

な
ん

こ
の
歌
は
、『
拾
遺
集
』
巻
第
十
七
雑
秋
、
一
一
二
八
番
に
載
り
、「
亭
子

院
大
井
河
に
御
幸
あ
り
て
、
行
幸
も
あ
り
ぬ
べ
き
所
な
り
と
お
ほ
せ
た
ま

ふ
に
、
こ
と
の
よ
し
そ
う
せ
ん
と
申
し
て
」
と
い
う
詞
書
を
付
す
。
貞
信

公
（
藤
原
忠
平
）
が
、
小
倉
山
の
美
し
い
紅
葉
を
醍
醐
天
皇
に
も
見
せ
た

い
と
い
う
宇
多
上
皇
の
思
い
を
汲
ん
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
延
喜
七
年

（
九
〇
七
）
九
月
十
日
、
十
一
日
の
宇
多
上
皇
大
堰
川
御
幸
（
日
本
紀
略
）

の
際
の
詠
か
と
も
い
わ
れ
る
。

本
組
香
の
五
つ
の
香
名
に
は
、
こ
の
歌
の
五
つ
の
句
が
そ
の
ま
ま
用
い

ら
れ
て
い
る
。
客
香
「
御
幸
ま
た
な
ん
」
が
出
る
と
そ
こ
で
香
席
を
終
え

る
の
は
、「
心
な
い
」
紅
葉
が
「
今
一
度
の
御
幸
」
を
待
た
ず
に
散
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
か
。

《
書
巻
―
一
四
》
汐
干
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
汐
干
香

 

　
類
題
和
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　

 

逍
遙
院
實
隆　
　

 

　
　

さ
ほ
姫
の
貝
拾
ふ
袖
か
霞
し
く
春
の
濱
辺
は
玉
も
よ
ら
な
ん

 

　

此
哥
の
心
に
て
組
侍
る
也
。

一　

試
な
し
。

一　

一
二
三
の
香
、
各
三
包
充
、
ウ
香
一
包
、
都
合
十
包
出
香
」
書
三
〇
ウ 

と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

無
試
十
炷
香
の
通
り
聞
く
べ
し
。
連
中
銘
々
に
て
札
銘
替
々
色
々
貝

あ
る
を
趣
向
と
せ
り
。

一　

札
一
人
前
十
二
枚
、
拾
人
分
百
廿
枚
也
。

 

　
　

札
紋

*

*
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四

 

錦
の
浦　

吹
上
濱　

難
波
潟　

籬
が
嶋　

千
く
さ
の
濱

 

伊
勢
の
海　

衣
の
浦　

色
の
濱　

志
戸
の
浦　

み
つ
の
濱
」
書
三
一
オ

 
　
　

札
裏　
一
人
前

充
違
也

 

す
た
れ
貝　
　

わ
す
れ
貝　
　

梅
の
花
貝　
　

さ
く
ら
貝　
　

各
三
枚
充

 

真
穂
貝　
　
　

紫
貝　
　
　
　

し
ら
貝　
　
　

撫
子
貝　
　
　

同

 

ま
く
ら
貝　
　

き
ぬ
た
貝　
　

錦
貝　
　
　
　

い
ろ
貝　
　
　

同

 

ほ
ら
貝　
　
　

都
貝　
　
　
　

浦
う
つ
貝　
　

千
鳥
貝　
　
　

同

 

す
ゞ
め
貝　
　

板
屋
貝　
　
　

あ
こ
や
貝　
　

蚫
貝　
　
　
　

同

 

片
貝　
　
　
　

空
背
貝　
　
　

は
な
貝　
　
　

あ
さ
り
貝　
　

同
」書
三
一
ウ

 

し
ほ
貝　
　
　

か
た
つ
貝　
　

芦
貝　
　
　
　

み
ぞ
貝　
　
　

同

 

蛤
貝　
　
　
　

蜆
貝　
　
　
　

千
種
貝　
　
　

あ
ま
貝　
　
　

同

 

磯
貝　
　
　
　

こ
や
す
貝　
　

酢
貝　
　
　
　

ゑ
ぼ
し
貝　
　

同

 

珠
貝　
　
　
　

帆
貝　
　
　
　

こ
も
貝　
　
　

か
ら
す
貝　
　

同

一　

記
録
点
は
、
ウ
香
独
聞
四
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
、
地
香
独
聞
二
点
、

二
人
よ
り
一
点
充
也
。
点
数
を
幾イ

ク
カ
ゴ籃

と
認
る
。
皆
中
は
褒
美
に
聞
の

下
に
哥
一
首
前
に

出
す

を
書
く
。
皆
無
は
満
汐
と
認
る
べ
し
。」
書
三
二
オ

 

　
　

汐
干
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
書
三
二
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

二　
　
　

3

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　

10

　
　
　
　
　

　
　

ウ　
　
　

1

本
香
に
は
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
、
各
三
包
と
、
ウ
香
一
包

の
、
計
十
包
を
用
い
る
。
試
香
は
な
い
。

無
試
十
炷
香
の
通
り
に
聞
く
が
、
札
は
一
人
十
二
枚
ず
つ
特
殊
な
も
の

を
用
い
る
。
す
な
わ
ち
、
札
表
の
紋
は
「
錦
の
浦
」
以
下
、
汐
干
狩
り
に

ち
な
ん
だ
十
の
地
名
を
配
し
、
札
裏
は
、「
す
た
れ
貝
」「
わ
す
れ
貝
」
な

ど
、
一
人
ず
つ
別
に
、
四
種
類
の
貝
の
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

記
録
点
は
、
ウ
香
の
独
り
聞
き
は
四
点
、
二
人
以
上
で
は
二
点
と
高
く
、

地
香
の
独
り
聞
き
は
二
点
、
二
人
以
上
は
一
点
で
あ
る
。
点
数
を
助
数
詞

「
籃
」
で
記
す
の
も
、や
は
り
汐
干
狩
り
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て

聞
き
当
て
た
場
合
は
、
褒
美
と
し
て
記
録
の
最
下
段
に
冒
頭
の
歌
一
首
を

書
く
。
ま
た
、
す
べ
て
聞
き
違
え
た
場
合
は
「
満
潮
」
と
記
す
。
汐
干
狩

り
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
類
題
和
歌
集
』
巻
一
春
之
一
、

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*

*
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五

七
七
八
番
に
載
る
（
以
下
、当
該
歌
集
の
本
文
の
引
用
は
、日
下
幸
男
『
類

題
和
歌
集
』〈
研
究
叢
書
４
１
３
、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
〉
に

拠
る
。）。

 

　
（
春
浜
霞
）

 

さ
ほ
姫
の
か
い
ひ
ろ
ふ
袖
か
霞
し
く
春
の
は
ま
へ
は
玉
も
よ
ら
な
ん　

 

　

逍
遙
院　
　

佐
保
姫
は
春
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
で
、「
さ
ほ
ひ
め
の
衣
は
る
か
ぜ
な
ほ
さ

え
て
か
す
み
の
袖
に
あ
は
ゆ
き
ぞ
ふ
る
」（
続
後
撰
集
・
春
上
・
二
〇
・
嘉

陽
門
院
越
前
・
早
春
霞
と
い
へ
る
心
を
）、「
さ
ほ
ひ
め
の
は
な
い
ろ
ご
ろ

も
春
を
へ
て
霞
の
そ
で
に
に
ほ
ふ
山
か
ぜ
」（
続
後
撰
集
・
春
中
・
七
七
・

大
納
言
通
方
・
春
の
歌
中
に
）、「
さ
ほ
ひ
め
の
と
こ
の
う
ら
か
ぜ
ふ
き
ぬ

ら
し
か
す
み
の
そ
で
に
か
か
る
し
ら
な
み
」（
続
古
今
集
・
春
上
・
五
〇
・

藤
原
光
俊
朝
臣
・
従
二
位
家
隆
家
に
て
、
浦
霞
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
り

け
る
）
と
い
っ
た
歌
が
見
ら
れ
、
春
霞
を
佐
保
姫
の
袖
に
見
立
て
る
例
も

あ
る
が
、
当
該
歌
は
、
浜
辺
一
面
に
春
霞
が
立
つ
情
景
を
、
佐
保
姫
の
袖

に
見
立
て
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
拾
い
集
め
た
貝
を
認
め
た
点
に
斬
新

さ
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
歌
は
、『
雪
玉
集
』
巻
第
十
六
、
六
七
七
一
番

（
百
首　

永
正
二
年
〈
一
五
〇
五
〉
八
月
廿
日
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
組
香
に
は
、
十
の
地
名
と
四
十
の
貝
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
本
伝
書
跋
文
の
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
か

ら
溯
る
こ
と
六
年
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
大
枝
流
芳

『
貝
盡
浦
の
錦
』
と
の
重
複
で
あ
る
。

大
枝
流
芳
は
、
江
戸
時
代
中
期
、
享
保
頃
に
活
躍
し
た
香
道
家
。
御
家

流
に
志
野
流
と
米
川
流
を
加
味
し
た
大
枝
流
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
。
折

か
ら
の
博
物
学
の
流
行
を
背
景
に
、
日
本
で
初
め
て
貝
類
書
と
し
て
刊
行

し
た
の
が
『
貝
盡
浦
の
錦
』
上
・
下
で
あ
っ
た
。
と
く
に
下
巻
に
は
、
貝

の
挿
絵
と
と
も
に
、「
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
」「
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後

集
」
と
称
さ
れ
る
、
貝
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
が
十
八
番
三
十
六
首
、
前
後

あ
わ
せ
て
七
十
二
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
貝
の
形
状
に
つ
い

て
は
『
貝
盡
浦
の
錦
』
の
挿
絵
に
譲
り
、
和
歌
と
の
関
わ
り
か
ら
本
組
香

の
貝
の
名
称
と
地
名
を
考
察
す
る
。
な
お
、『
貝
盡
浦
の
錦
』
本
文
は
、
早

稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
所
載
、
請
求
番
号
ニ15 00715

の

画
像
に
拠
る
（h

ttp://w
w

w
.w

u
l.w

aseda.ac.jp/k
oten

sek
i/h

tm
l/

n
i15/n

i15_00715/in
dex.h

tm
l

）。

全
四
十
種
の
貝
の
名
称
の
う
ち
、
三
十
四
番
目
か
ら
三
十
九
番
目
ま
で

の
「
こ
や
す
貝
」「
酢
貝
」「
ゑ
ぼ
し
貝
」「
珠
貝
」「
帆
貝
」「
こ
も
貝
」
の

六
種
を
除
く
、
実
に
三
十
四
種
ま
で
が
、
前
述
の
『
貝
盡
浦
の
錦
』
所
載

和
歌
の
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
、
煩
を
厭
わ
ず
、
そ
れ

ら
の
和
歌
を
列
挙
し
、『
貝
盡
浦
の
錦
』
所
載
箇
所
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、

主
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
り
、
同
歌
を
収
め
る
歌
集
名
と
歌
番
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号
、
和
歌
本
文
、
詞
書
な
ど
を
列
挙
す
る
。『
貝
盡
浦
の
錦
』
所
載
の
集
付

（
集
付
が
な
い
場
合
は
作
者
名
）と
一
致
す
る
歌
集
の
項
目
に
は
▼
を
付
し

て
示
す
。
な
お
、
本
組
香
に
用
い
ら
れ
る
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
場

合
は
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
す
。

（
1
）
す
た
れ
貝
（
下
・
八
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
一
番
）

 

　
　

介　

左
一

 

山
家
集

 

波
か
く
る
吹
上
の
濱
の
す
だ
れ
貝
風
も
ぞ
お
ろ
す
い
そ
ぎ
拾
は
む

 

▼  

『
山
家
集
』
下
、雑
、一
一
九
三
番
（
内
に
か
ひ
あ
は
せ
せ
ん
と
せ

さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
人
に
か
は
り
て
）

 

▽  

『
西
行
法
師
家
集
』、
雑
、
六
六
四
番
（
題
不
知
、「
な
み
よ
す
る
」

「
い
そ
に
ひ
ろ
は
ば
」

 

▽  

『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
八
八
番

（
す
だ
れ
貝
／
同
〈
内
裏
の
か
ひ
あ
は
せ
に
人
に
か
は
り
て
〉
／
同

〈
西
行
上
人
〉）

 

▽  

『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
三
十
三
、玉
津
島
篇
、八
三
八
一
番
（
内
裏
根

合　

貝
／
西
行
）

（
2
）
ａ
わ
す
れ
貝
（
下
・
八
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
二
番
）

 

　
　

忘
介　

右
一

 

後
拾
遺

 

松
山
の
ま
つ
が
浦
か
ぜ
ふ
き
よ
せ
ば
ひ
ろ
ひ
て
忍
べ
恋
わ
す
れ
貝

▼
『
後
拾
遺
集
』
巻
第
八
、
別
、
四
八
六
番
（
さ
ぬ
き
へ
ま
か
り
け

る
ひ
と
に
つ
か
は
し
け
る　

中
納
言
定
頼
、「
ま
つ
の
う
ら
か
ぜ
」）

▽
『
定
頼
集
』
七
五
番
（
み
つ
な
り
が
さ
ぬ
き
へ
い
く
に
や
り
た
ま

う
け
る
、「
松
の
う
ら
風
」）

▽
『
若
宮
社
歌
合
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
三
月
』
五
番
判
詞
（「
ま

つ
の
う
ら
風
」）

▽
『
井
蛙
抄
』
四
〇
二
番
（
定
頼
卿
、「
ま
つ
の
う
ら
か
ぜ
」）

▽
『
五
代
集
歌
枕
』
下
、
一
一
一
二
番
（
中
納
言
定
頼
、「
ま
つ
の
う

ら
か
ぜ
」）

▽
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
三
十
四
、
讃
岐
国
、
八
八
三
〇
番
（
松
山
／

後
拾
八
／
中
納
言
定
頼
、「
ま
つ
の
う
ら
風
」）

▽
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
三
十
四
、讃
岐
国
、八
八
三
五
番
（
松
浦　
并

泊
磯
／
後
拾
八
／
定
頼
、「
松
の
う
ら
風
」）

　

ｂ
わ
す
れ
貝
（
下
・
十
五
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
二
番
）

 

　
　

わ
す
れ
貝　

右
一

 

夫
木　

順
徳
院

 
み
つ
の
は
ま
磯
こ
す
波
の
忘
れ
貝
わ
す
れ
ず
見
す
る
松
が
ね
の
聲

▽
『
建
保
名
所
百
首
』
一
一
八
九
番
（
三
津
浜
摂
津
国
／
女
房
〈
順
徳

院
〉、「
岩
こ
す
波
の
」「
わ
す
れ
ず
み
ゆ
る
松
が
ね
の
夢
」）
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▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
八
〇
番

（
建
保
三
年
名
所
百
首
御
歌　

順
徳
院
御
製
、「
わ
す
れ
ず
み
ゆ
る

松
が
ね
の
夢
」）

▽
『
紫
禁
和
歌
集
（
順
徳
院
）』
七
一
四
番
（
同
〈
建
保
三
年
〉
十
月

廿
四
日
、
名
所
百
首
、
人
人
つ
か
う
ま
つ
り
し
と
き
／
三
津
浜
、

「
忘
れ
ず
み
ゆ
る
松
が
ね
の
夢
」）

（
3
）
梅
の
花
貝

（
下
・
八
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
三
番
）

 

　
　

梅
花
介　

左
二

 

春
風
に
波
や
お
り
け
ん
み
ち
の
く
の
籬
が
嶋
の
む
め
の
は
な
か
い

（
下
・
十
五
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
三
番
）

 

　
　

梅
の
花
貝　

右
二

 

新
後
拾　

俊
頼

 

春
風
に
浪
や
お
り
け
ん
み
ち
の
く
の
ま
が
き
が
嶋
の
梅
の
は
な
貝

▽
『
散
木
奇
歌
集
（
俊
頼
）』
第
九
、
雑
部
上
、
一
三
六
九
番
（
し
り

た
る
人
の
も
と
よ
り
梅
花
貝
と
い
ふ
も
の
や
あ
る
と
た
づ
ね
た
り

け
れ
ば
つ
か
は
す
と
て
よ
め
る
、「
ま
が
き
の
し
ま
の
」）

▽
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
九
二
番

（
梅
華
貝
／
人
の
も
と
よ
り
貝
を
こ
ひ
て
侍
り
け
る
を
つ
か
は
す

と
て
／
俊
頼
朝
臣
、「
ま
が
き
の
し
ま
の
」）

▽
『
雲
玉
集
』（
馴
窓
）
春
部
、
四
七
番
（
俊
頼
の
歌
に
、「
籬
の
島

の
」）

▽
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
二
十
八
、
七
三
〇
八
番
（
梅
花
貝
／
俊
頼
朝

臣
、「
ま
が
き
の
し
ま
の
」）

（
4
）
ａ
さ
く
ら
貝
（
下
・
八
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
四
番
）

 

　
　

桜
介　

右
二

 

夫
木　

西
行

 

春
た
て
は
か
す
み
の
う
ら
の
あ
ま
人
は
ま
づ
ひ
ろ
ふ
ら
ん
さ
く
ら
貝

を
や

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
五
、
雑
部
七
、
一
一
四
五
八
番
（
か
す
み

の
う
ら
、
霞
、
常
陸
／
永
久
四
年
十
月
斎
宮
宣
旨
家
歌
合
、
浦
霞　

読
人
し
ら
ず
、「
さ
く
ら
が
ひ
を
や
ま
づ
ひ
ろ
ふ
ら
ん
」）

　

ｂ
さ
く
ら
貝
（
下
・
十
五
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
五
番
）

 

　
　

桜
貝　

左
三

 

定
家　

建
保
百
首

 

伊
勢
の
海
浪
の
玉
よ
る
桜
貝
か
ひ
あ
る
浦
の
は
る
の
い
ろ
か
な

▼
『
建
保
百
首
』
春
二
十
首
、
八
七
番
（
伊
勢
海
伊
勢
国
／
定
家
卿
、

「
玉
よ
る
波
に
」）

▽
『
拾
遺
愚
草
』
上
、一
二
〇
八
番
（
伊
勢
海
／
内
裏
百
首
名
所　

初

冬
同
詠
百
首
和
歌　

参
議
藤
原
定
家
／
春
廿
首
、「
玉
よ
る
浪
に
」）
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▽
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
三
、
雑
部
五
、
一
〇
二
九
六
番
（
伊
勢
の

海
／
建
保
三
年
名
所
百
首
／
前
中
納
言
定
家
卿
、「
玉
よ
る
波
に
」）

▽
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
十
七
、
伊
勢
海
篇
、
四
六
七
六
番
（
建
保
百　

桜
貝
／
定
家
、「
い
せ
の
海
の
玉
よ
る
な
み
の
」）

（
5
）
真
穂
貝

（
下
・
十
一
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
三
四
番
）

 

　
　

真
蘇
枋
介　

右
十
七

 

同
（
山
家
集　

西
行
）

 

し
ほ
そ
む
る
ま
す
ふ
の
小
貝
ひ
ろ
ふ
と
て
色
の
濱
と
は
い
ふ
に
や
あ

る
ら
む

（
下
・
十
六
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
六
番
）

 

　
　

ま
す
ほ
貝　

右
三

 

夫
木

 

し
ほ
そ
む
る
ま
す
ふ
の
小
貝
ひ
ろ
ふ
と
て
色
の
濱
と
は
い
ふ
に
や
有

ら
ん

▼
『
山
家
集
』
下
、
雑
、
一
一
九
四
番
（
内
に
か
ひ
あ
は
せ
せ
ん
と

せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
人
に
か
は
り
て
、「
ま
す
ほ
の
こ
が
ひ
」）

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
一
〇
三
番

（
ま
す
ほ
の
貝
／
内
裏
の
貝
あ
は
せ
の
歌
に
人
に
か
は
り
て
／
西

行
上
人
、「
ま
す
ほ
の
こ
が
ひ
」「
い
ふ
と
や
あ
る
ら
ん
」）

（
6
）
紫
貝

（
下
・
八
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
七
番
）

 

　
　

紫
貝　

左
四

 

夫
木

 

む
ら
さ
き
の
貝
よ
る
浦
の
藤
潟
は
波
の
か
へ
る
ぞ
花
と
見
え
け
る

（
下
・
十
六
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
一
三
番
）

 

　
　

紫
貝　

左
七

 

夫
木

 

む
ら
さ
き
の
貝
よ
る
浦
の
藤
か
た
は
波
の
か
へ
る
ぞ
花
と
見
え
け
り

▽
『
斎
宮
貝
合
』
三
番
（
ふ
ぢ
か
た
、「
な
み
の
か
か
る
ぞ
は
な
と
み

え
け
る
」）

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
一
〇
七
番

（
む
ら
さ
き
の
か
ひ
／
長
久
元
年
五
月
良
子
内
親
王
家
歌
合
、ふ
ぢ

が
た　

読
人
し
ら
ず
、「
浪
の
か
く
る
ぞ
」）

（
7
）
し
ら
貝

（
下
・
八
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
八
番
）

 

　
　

白
貝　

右
四

 
は
る
〴
〵
と
し
ら
ゝ
の
濱
の
白
貝
は
夏
さ
へ
ふ
れ
る
雪
か
と
ぞ
見
る

（
下
・
十
六
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
一
四
番
）

 

　
　

白
貝　

右
七
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九

 

名
寄

 

は
る
〳
〵
と
し
ゝ
ら
の
濱
の
白
貝
は
な
つ
さ
へ
ふ
れ
る
雪
か
と
ぞ
見

る▽
『
斎
宮
貝
合
』
二
三
番
（
し
ろ
ら
の
は
ま
、「
し
ろ
ら
の
は
ま
の
し

ろ
が
ひ
は
」）

▼
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
十
八
、
四
八
四
九
番
（
白
良
浜　

又
云
真
白

良
浜
／
同
〈
斎
宮
貝
合　

月　

白
貝
〉　
「
し
ろ
貝
は
」）

（
8
）
撫
子
貝

（
下
・
九
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
一
四
番
）

 

　
　

撫
子
介　

右
七

 

夫
木　

西
行

 

千
し
ほ
し
む
な
で
し
こ
貝
に
し
く
色
は
や
ま
と
か
ら
に
も
あ
ら
し
と

ぞ
思
ふ

（
下
・
十
六
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
一
五
番
）

 

　
　

な
で
し
こ
貝　

左
八

 

夫
木　

西
行

 

千
し
ほ
し
む
な
で
し
こ
貝
に
し
く
色
は
や
ま
と
か
ら
に
も
あ
ら
し
と

ぞ
お
も
ふ

▽
『
斎
宮
貝
合
』
一
四
番
（
な
で
し
こ
が
ひ
）

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
一
〇
二
番

（
な
で
し
こ
貝　

同
〈
読
人
し
ら
ず
〉）

（
9
）
ま
く
ら
貝
（
下
・
十
七
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
一
八

番
）

 

　
　

枕
貝　

右
九

 

大
江
廣
重

 

舩
と
む
る
い
そ
の
浪
路
の
ま
く
ら
貝
か
ひ
あ
る
夢
に
あ
は
ざ
ら
め
や

は▽
出
典
未
詳
。
た
だ
し
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
の
『
和
訓
栞
』（
底
本
：
増
補
語
林
倭
訓

栞
）
に
は
、
大
江
広
重
の
歌
と
し
て
収
載
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
文

政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
版
本
に
は
、
こ
の
歌
は
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
。

（
10
）
き
ぬ
た
貝
（
下
・
十
七
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
一
七

番
）

 

　
　

き
ぬ
た
貝　

左
九

 

契
り
を
き
し
衣
の
浦
の

ふ
け
て
う
て
る
き
ぬ
た
の
か
ひ
も
な
か
り

き▽
出
典
未
詳
。
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一
〇

（
11
）
錦
貝
（
下
・
十
六
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
七
番
）

 

　
　

錦
貝　

左
四

 
三
条
院
御
製

 
こ
き
ま
ぜ
に
色
を
つ
く
し
て
よ
る
貝
は
に
し
き
の
浦
と
み
ゆ
る
な
り

け
り

▽
『
斎
宮
貝
合
』
二
九
番
（
に
し
き
の
う
ら
に
い
ろ
い
ろ
の
か
ひ
よ

せ
た
り
）

（
12
）
ａ
い
ろ
貝
（
下
・
一
〇
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
三
〇
番
）

 

　
　

色
介　

右
十
五

 

夫
木　

菩
提
院
関
白

 

汐
み
て
ば
磯
間
に
な
び
く
色
貝
の
う
き
み
し
づ
み
ゝ
恋
わ
た
る
か
な

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
一
〇
五
番

（
永
万
二
年
五
月
経
盛
卿
家
歌
合
、
恋　

菩
提
院
関
白
家
卿
）

　

ｂ
い
ろ
貝
（
下
・
十
六
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
八
番
）

 

　
　

色
貝　

右
四

 

名
所
記

 

い
ろ
〳
〵
の
貝
あ
り
て
こ
そ
拾
は
め
れ
ち
く
さ
の
濱
の
あ
ま
の
ま
に

〳
〵

▽
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
五
、
雑
部
七
、
一
一
七
五
〇
番
（
ち
ぐ
さ

の
は
ま
、
上
総
／
題
し
ら
ず
、
懐
中　

読
人
不
知
、「
ひ
ろ
は
る
れ

ち
ぐ
さ
の
は
ま
を
あ
さ
る
ま
に
ま
に
」

▽
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
二
十
一
、
上
総
国
、
五
五
三
七
番
（
千
草
浜　

同〈
懐
中
〉、「
ひ
ろ
は
る
れ
ち
く
さ
の
は
ま
を
あ
さ
る
ま
に
ま
に
」）

▽
『
歌
枕
名
寄
』
未
勘
国
下
、
九
五
五
八
番
（〈
千
草
〉
浜
、「
ひ
ろ

ひ
け
れ
ち
く
さ
の
は
ま
を
あ
さ
る
ま
に
ま
に
」）

（
13
）
ａ
ほ
ら
貝
（
下
・
一
〇
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
二
八
番
）

 

　
　

梭ほ
ら
の
か
い

尾
螺　

右
十
四

 

山
ふ
し
の
こ
し
に
つ
け
た
る
ほ
ら
の
貝
ふ
く
る
を
ま
ゝ
の
秋
の
夜
の

月▽
『
和
漢
三
才
図
絵
』
巻
十
九
お
よ
び
巻
四
十
七
「
ほ
ら
の
か
ひ
」

の
項
。
集
付
「
夫
木
」。
作
者
名
「
行
圓
」。
た
だ
し
、『
夫
木
抄
』

の
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
テ
キ
ス
ト
（
底
本
：
静
嘉
堂
文
庫
本
）、

お
よ
び
寛
文
五
年
版
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

《
参
考
》『
沙
石
集
』
四
六
番
「
山
臥
の　

腰
に
つ
け
た
る　

ほ
ら
貝

の　

岩
ほ
の
上
に　

ほ
く
と
お
ち　

ち
や
う
ど
わ
れ　

く
だ
け
て

物
を　

思
ふ
こ
ろ
か
な
」

　

ｂ
ほ
ら
貝
（
下
・
十
六
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
九
番
）

 
　
　

ほ
ら
の
貝　

左
五

 
寂
蓮

 

山
ふ
し
の
ほ
ら
吹
み
ね
の
夕
暮
に
そ
こ
と
も
し
ら
ぬ
す
ゝ
の
上
風
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一
一

▼
『
正
治
初
度
百
首
』
一
六
四
九
番
（
詠
百
首
和
歌　

沙
弥
寂
蓮
、

「
夕
霧
に
」）

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
三
十
五
、
雑
部
十
七
、
一
六
五
五
〇
番
（
法
師

／
老
若
五
十
首
歌
合　

寂
蓮
法
師
、「
夕
霧
に
」）

▼
『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
紙
背
和
歌
』
一
四
八
番
（
正
治
百
首　

寂

蓮
、「
ゆ
ふ
ぎ
り
に
」）

（
14
）
都
貝

（
下
・
一
〇
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
二
七
番
）

 

　
　

都
介　

左
十
四

 

夫
木

 

と
も
す
れ
ば
こ
ひ
し
き
か
た
の
名
に
お
へ
る
都
貝
を
ぞ
ま
づ
拾
ひ
ぬ

る

（
下
・
十
六
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
一
〇
番
）

 

　
　

都
貝　

右
五

 

夫
木

 

と
も
す
れ
ば
恋
し
き
か
た
の
名
に
お
へ
る
み
や
こ
貝
を
ぞ
先
拾
ひ
ぬ

る▽
『
斎
宮
貝
合
』
一
六
番
（
み
や
こ
が
ひ
、「
な
に
お（
マ
マ
）

つ
る
」「
ひ
ろ

ひ
つ
る
」）

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
九
七
番

（
み
や
こ
貝　

同〈
長
久
元
年
五
月
良
子
内
親
王
家
歌
合
〉　

同〈
読

人
し
ら
ず
〉、「
ま
づ
ひ
ろ
ひ
つ
る
」

（
15
）
浦
う
つ
貝

（
下
・
九
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
一
九
番
）

 

　
　

浦
打
介　

左
十

 

夫
木

 

田

さ
は
ぐ
あ
し
の
も
と
葉
を
か
き
わ
け
て
浦
打
貝
を
拾
ひ
つ
る
か

な

（
下
・
十
六
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
一
一
番
）

 

　
　

う
ら
打
貝　

左
六

 

田

さ
は
ぐ
芦
の
も
と
葉
を
か
き
わ
け
て
浦
う
つ
貝
を
ひ
ろ
ひ
つ
る

か
な

▽
『
斎
宮
貝
合
』
九
番
（
あ
し
は
ら
に
つ
る
た
て
る
な
か
に
う
ら
う

つ
せ
が
ひ
ひ
ろ
ふ
、「
あ
し
の
な
し
は
のを

」「
あ
さ
り
つ
る
か
な
」

▽
『
斎
宮
貝
合
』
一
五
番
（
あ
ら
は
に
つ
る
た
て
る
と
こ
ろ
に
う
ら

う
つ
か
ひ
、「
あ
さ
り
つ
る
か
な
」）

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
一
〇
一
番

（
う
ら
う
つ
貝　

同
〈
読
人
し
ら
ず
〉）
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一
二

（
16
）
千
鳥
貝
（
下
・
十
七
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
一
九
番
）

 

　
　

千
鳥
貝　

左
十

 
は
ま
ち
ど
り
ふ
み
を
く
あ
と
の
つ
も
り
な
ば
か
ひ
あ
る
浦
に
あ
は
ざ

ら
め
や
は

▽
『
新
古
今
集
』
巻
第
十
八
、
雑
歌
下
、
一
七
二
六
番
（
最
慶
法
師
、

千
載
集
か
き
て
た
て
ま
つ
り
け
る
つ
つ
み
が
み
に
、
す
み
を
す
り

筆
を
そ
め
つ
つ
と
し
ふ
れ
ど
か
き
あ
ら
は
せ
る
こ
と
の
は
ぞ
な
き
、

と
か
き
つ
け
て
侍
り
け
る
、
御
返
し　

後
白
河
院
御
歌
）

（
17
）
す
ゞ
め
貝

（
下
・
一
〇
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
二
六
番
）

 

　
　

雀
介　

右
十
三

 

波
よ
す
る
竹
の
と
ま
り
の
雀
貝
う
れ
し
き
世
に
も
あ
ひ
に
け
る
か
な

（
下
・
十
七
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
二
〇
番
）

 

　
　

す
ゞ
め
貝　

右
十

 

夫
木　

大
江
廣
重

 

波
よ
す
る
竹
の
と
ま
り
の
雀
貝
う
れ
し
き
世
に
も
あ
ひ
に
け
る
哉

▽
『
山
家
集
』
下
、
雑
、
一
一
九
五
番
（
内
に
か
ひ
あ
は
せ
せ
ん
と

せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
人
に
か
は
り
て
、「
な
み
ふ
す
る
」）

▽
『
西
行
法
師
家
集
』
雑
、
六
六
三
番
（
題
不
知
、「
う
れ
し
き
世
世

に
」）

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
八
九
番

（
す
ず
め
貝　

同
〈
内
裏
の
か
ひ
あ
は
せ
に
人
に
か
は
り
て
〉　

同

〈
西
行
上
人
〉）

▽
『
六
花
集
』
巻
第
六
、
雑
歌
上
、
一
六
八
七
番
（
西
行
、「
う
れ
し

き
代
代
に
」）

（
18
）
板
屋
貝

（
下
・
一
〇
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
二
九
番
）

 

　
　

文い
た
や
か
い

蛤
介　

左
十
五　
い
た
や
介
に
二
人
蛤
の
字
を
用
る
事
尤
誤
な
り　

海
扇
の
字
を
用
へ
し　

文
蛤
は
あ
さ
り
な
り

 

信
實

 

あ
や
し
く
も
う
ら
め
づ
ら
し
き
い
た
や
貝
笘
ふ
く
海
士
の
な
ら
ひ
な

ら
ず
や

（
下
・
十
七
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
二
一
番
）

 

　
　

い
た
や
貝　

左
十
一

 

新
六
帖　

信
実

 

あ
や
し
く
も
う
ら
め
つ
ら
し
き
板
や
貝
と
ま
ふ
く
あ
ま
の
な
ら
ひ
な

ら
ず
や

▼
『
新
撰
和
歌
六
帖
』
第
三
帖
、
一
一
五
九
番
（
か
ひ
、
信
実
、「
あ

や
し
く
ぞ
」）

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
九
四
番

（
い
た
や
貝　

同
〈
六
帖
題
〉　

信
実
朝
臣
）
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一
三

（
19
）
あ
こ
や
貝
（
下
・
十
七
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
二
二

番
）

 
　
　

あ
こ
や
貝　

右
十
一

 

西
行

 

あ
こ
や
と
る
ゐ
貝
の
か
ら
を
つ
み
を
き
て
た
か
ら
の
あ
と
を
見
す
る

成
け
り

▼
『
山
家
集
』
下
、
雑
、
一
三
八
七
番
（
い
ら
こ
へ
わ
た
り
た
り
け

る
に
、
い
が
ひ
と
申
す
は
ま
ぐ
り
に
、
あ
こ
や
の
む
ね
と
侍
る
な

り
、
そ
れ
を
と
り
た
る
か
ら
を
た
か
く
つ
み
お
き
た
り
け
る
を
み

て
）

（
20
）
蚫
貝
（
下
・
十
七
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
二
三
番
）

 

　
　

あ
は
び
貝　

左
十
二

 

千
首　

牡
丹
花

 

な
べ
て
よ
の
恋
ぢ
に
い
か
で
う
つ
し
け
ん
あ
は
び
の
介
の
お
の
が
思

ひ
を

▼
『
類
題
和
歌
集
』
二
三
七
三
八
番
（
千
首
／
寄
貝
恋
／
肖
柏
）

（
21
）
ａ
片
貝
（
下
・
八
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
五
番
）

 

　
　

片
介　

左
三

 

い
せ
嶋
や
二
見
の
う
ら
の
か
た
し
貝
あ
は
で
月
日
を
待
ぞ
つ
れ
な
き

▽
『
建
保
百
首
』
恋
二
十
首
、
九
四
八
番
（
二
見
浦
伊
勢
国　

藤
原
康

光
）

▽
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
五
、
雑
部
七
、
一
一
五
九
二
番
（
ふ
た
み

の
う
ら
、
伊
勢
又
播
磨
又
但
馬
／
同
〈
建
保
三
年
名
所
百
首
歌
め

し
け
る
に
〉　

藤
原
康
光
）

▽
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
一
〇
六
番

（
か
た
し
貝
／
建
保
三
年
名
所
百
首　

ふ
ぢ
は
ら
康
光
）

▽
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
十
七
、
伊
勢
島
篇
、
四
七
五
六
番
（
二
見
浦　

但
馬
并
幡
磨
有
同
名　

康
光
）

　

ｂ
片
貝
（
下
・
十
七
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
二
四
番
）

 

　
　

か
た
し
貝　

右
十
二

 

後
花
園
院
御
製

 

我
袖
は
い
つ
か
ひ
か
た
の
か
た
し
介
あ
ふ
て
ふ
こ
と
も
浪
に
し
ほ
れ

て▼
『
後
花
園
御
集
』（
書
陵
部
蔵
五
〇
一
・
六
三
八
。『
私
家
集
大
成
』

に
拠
る
）
四
七
八
番
（
恋
二
十
首
／
寄
潟
恋
）

（
22
）
ａ
空
背
貝
（
下
・
九
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
一
五
番
）

 
　
　

空
背
介　

左
八

 
堀
河
百
首　

師
頼

 

思
ふ
事
あ
り
そ
の
海
の
う
つ
せ
貝
あ
は
で
や
み
ぬ
る
名
を
や
残
さ
ん
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一
四

▼
『
堀
河
百
首
』
恋
十
首
、
一
一
五
六
番
（
不
逢
恋
／
師
頼
）

▽
『
新
後
撰
集
』
巻
第
十
二
、
恋
歌
二
、
九
二
七
番
（
堀
川
院
に
百

首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時　

大
納
言
師
頼
）

▽
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
九
一
番

（
う
つ
せ
が
ひ
／
堀
川
院
御
時
百
首　
　

大
納
言
師
頼
卿
）

▽
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
二
十
九
、
越
中
国
、
七
四
九
五
番
（
堀
百
／

師
頼
）

　

ｂ
空
背
貝
（
下
・
十
七
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
二
五
番
）

 

　
　

う
つ
せ
貝　

左
十
三

 

続
後
撰
集　

讀
人
不
知

 

波
の
う
つ
み
し
ま
の
浦
の
う
つ
せ
介
む
な
し
き
か
ら
に
我
や
な
る
ら

ん▼
『
続
後
撰
集
』
巻
第
十
八
、雑
歌
下
、一
二
二
六
番
（
題
し
ら
ず
／

好
忠
、「
わ
れ
や
な
り
な
ん
」）

▽
『
万
代
集
』
巻
第
十
六
、
雑
歌
三
、
三
二
八
五
番
（
題
し
ら
ず
／

好
忠
、「
む
な
し
き
か
ら
と
わ
れ
や
な
り
な
む
」）

▽
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
十
五
、
三
島
、
四
二
一
五
番
（
三
島
／
浦
／

続
後
十
八
／
曾
禰
好
忠
、「
わ
れ
や
成
り
け
ん
」

（
23
）
は
な
貝
（
下
・
九
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
一
三
番
）

 

　
　

花
介　

左
七

 

夫
木

 

枝
な
か
ら
う
つ
ま
て
波
の
お
ら
ね
ば
や
ち
り
〳
〵
よ
す
る
千
代
の
花

貝▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
九
九
番

（
は
な
貝
／
さ
ま
ざ
ま
の
花
が
ひ
ど
も
お
ほ
く
よ
り
た
り
／
同〈
読

人
し
ら
ず
〉、「
う
づ
ま
く
浪
も
」）

（
24
）
あ
さ
り
貝
（
下
・
十
八
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
二
七

番
）

 

　
　

あ
さ
り
貝　

左
十
四

 

光
俊

 

い
せ
の
浦
の
し
ほ
ひ
に
あ
さ
り
も
と
め
た
る
か
ひ
を
ぞ
た
も
つ
身
を

ば
捨
つ
ゝ

▼
『
新
撰
六
帖
』
第
三
帖
、
一
一
六
〇
番
（
か
ひ
／
光
俊
／
「
い
せ

の
あ
ま
の
」「
か
ひ
を
ぞ
ま
も
る
」）

（
25
）
し
ほ
貝
（
下
・
十
八
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
二
八
番
）

 

　
　

し
ほ
貝　

右
十
四

 
師
兼

 
伊
勢
の
海
の
浦
の
汐
貝
ひ
ろ
ふ
て
ふ
あ
ま
り
に
袖
の
ぬ
れ
と
か
は
か

ぬ



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一
五

▼
『
師
兼
千
首
』
恋
二
百
首
、
七
九
九
番
（
寄
貝
恋
、「
ぬ
れ
て
か
わ

か
ぬ
」）

（
26
）
か
た
つ
貝
（
下
・
十
八
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
三
〇

番
）

 

　
　

か
た
つ
貝　

右
十
五

 

海
道
記　

長
明

 

た
の
み
つ
る
人
は
な
ぎ
さ
の
か
た
つ
貝
あ
は
ぬ
に
つ
け
て
身
を
そ
う

ら
む
る

▼
『
海
道
記
』
七
二
番
（
作
者
／
「
片
し
貝
」「
身
を
恨
み
つ
つ
」）

（
27
）
芦
貝
（
下
・
十
八
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
三
一
番
）

 

　
　

あ
し
貝　

左
十
六

 

津
守
冬（
マ
マ
）国

 

海
原
や
な
み
に
ゆ
ら
る
ゝ
あ
し
貝
の
か
ひ
あ
る
国
と
な
れ
る
か
し
こ

さ▼
『
新
千
載
集
』
巻
第
二
十
、慶
賀
歌
、二
三
五
八
番
（
題
し
ら
ず
／

津
守
国
冬
、「
波
に
た
だ
よ
ふ
あ
し
か
び
の
」）

▼
『
津
守
集
』
二
〇
〇
番
（
第
廿
慶
賀　

題
不
知
／
国
冬
、「
浪
に
た

ゆ
た
ふ
あ
し
か
び
の
」）

（
28
）
み
ぞ
貝

（
下
・
九
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
一
一
番
）

 

　
　

溝
介　

左
六

 

江
の
淀
に
み
ぞ
貝
ひ
ろ
ふ
う
な
ひ
こ
が
た
は
ふ
れ
に
だ
に
問
人
も
な

し

（
下
・
十
八
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
三
二
番
）

 

　
　

み
ぞ
貝　

右
十
六

 

江
の
淀
に
み
ぞ
貝
ひ
ろ
ふ
う
な
ひ
子
が
た
は
ふ
れ
に
だ
に
問
人
も
な

し▽
『
散
木
奇
歌
集
』（
俊
頼
）
第
九
、
雑
部
上
、
一
三
五
〇
番
（
む
か

ひ
の
江
に
わ
ら
は
の
あ
そ
び
た
は
ぶ
る
る
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
み
ぞ

が
ひ
と
い
ふ
物
ひ
ろ
ふ
な
り
と
い
ふ
を
聞
き
て
よ
め
る
／
「
た
は

ぶ
れ
に
て
も
と
ふ
人
ぞ
な
き
」）

▽
『
田
上
集
』（
俊
頼
）
七
六
番
（
む
か
ひ
の
江
に
、童
の
あ
そ
び
た

は
ぶ
る
る
を
、
尋
ぬ
れ
ば
、
み
ぞ
が
ひ
と
い
ふ
物
ひ
ろ
ふ
な
り
と

い
ふ
を
き
き
て
よ
め
る
／
「
た
は
ぶ
れ
に
て
も
と
ふ
人
ぞ
な
き
」）

▽
『
夫
木
抄
』
巻
第
三
十
五
、
雑
部
十
七
、
一
六
七
五
〇
番
（
俊
頼

朝
臣
／
〈
左
注
〉
此
歌
は
、
た
な
か
み
に
て
む
か
ひ
の
え
に
わ
ら

は
べ
の
あ
そ
び
た
は
ぶ
る
る
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
み
そ
が
ひ
ひ
ろ
ふ

と
い
ふ
を
き
き
て
よ
め
る
と
云
云
）
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一
六

（
29
）
蛤
貝

（
下
・
八
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
九
番
）

 
　
　

蛤
介

 
今
ぞ
し
る
二
見
の
浦
の
は
ま
ぐ
り
を
貝
あ
は
せ
と
ぞ
お
も
ふ
な
り
け

り

（
下
・
十
八
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
三
三
番
）

 

　
　

は
ま
ぐ
り
貝　

左
十
七

 

西
行

 

今
ぞ
し
る
ふ
た
み
の
浦
の
は
ま
ぐ
り
を
貝
あ
は
せ
と
ぞ
思
ふ
な
り
け

り▼
『
山
家
集
』
下
、
雑
、
一
三
八
六
番
（
伊
せ
の
ふ
た
み
の
う
ら
に
、

さ
る
や
う
な
る
め
の
わ
ら
は
ど
も
の
あ
つ
ま
り
て
、
わ
ざ
と
の
こ

と
と
お
ぼ
し
く
、
は
ま
ぐ
り
を
と
り
あ
つ
め
け
る
を
、
い
ふ
か
ひ

な
き
あ
ま
人
こ
そ
あ
ら
め
、
う
た
て
き
こ
と
な
り
と
申
し
け
れ
ば
、

か
ひ
あ
は
せ
に
京
よ
り
人
の
申
さ
せ
給
ひ
た
れ
ば
、
え
り
つ
つ
と

る
な
り
と
申
し
け
る
に
／
「
か
ひ
あ
は
せ
と
て
お
ほ
ふ
な
り
け

り
」）

▽
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
五
、雑
部
七
、
一
一
五
九
三
番
（
家
集　

西

行
上
人
、「
か
ひ
あ
は
せ
と
て
お
ほ
ふ
な
り
け
り
」

（
30
）
蜆
貝

（
下
・
九
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
一
〇
番
）

 

　
　

蜆
介　

右
五

 

し
ゝ
み
と
る
堅
田
の
浦
の
あ
ま
人
よ
こ
ま
か
に
い
は
ゞ
か
ひ
ぞ
あ
る

へ
き

（
下
・
十
八
丁
・
裏
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
三
四
番
）

 

　
　

し
ゞ
み
貝　

右
十
七

 

千
首　

為
尹

 

し
ゝ
み
と
る
か
た
ゝ
の
浦
の
あ
ま
人
よ
こ
ま
か
に
い
は
ゞ
か
ひ
ぞ
あ

る
へ
き

▼
『
為
尹
千
首
』
恋
二
百
首
、
七
九
六
番
（
寄
貝
恋
）

（
31
）
千
種
貝

（
下
・
一
〇
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
二
二
番
）

 

　
　

千
種
介　

右
十
一

 

夫
木

 

君
が
代
の
た
め
し
と
見
ゆ
る
長
濱
に
千
く
さ
の
貝
の
数
も
つ
き
せ
じ

（
下
・
十
九
丁
・
表
、
歌
仙
貝
三
十
六
種
歌
後
集
・
三
六
番
）

 
　
　

千
く
さ
貝　

右
十
八

 
夫
木

 

君
か
代
の
た
め
し
と
見
ゆ
る
長
濱
に
千
種
の
貝
の
数
も
つ
き
せ
じ



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一
七

▽
『
斎
宮
貝
合
』
二
番
（
な
が
は
ま
／
「
か
ず
も
し
ら
れ
ず
」）

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
九
六
番

（
ち
く
さ
の
か
ひ
／
長
久
元
年
五
月
良
子
内
親
王
家
歌
合
、な
が
は

ま
／
読
人
し
ら
ず
）

（
32
）
あ
ま
貝
（
下
・
九
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
一
八
番
）

 

　
　

蜑
介　

右
九

 

浪
ま
く
ら
一
夜
も
う
き
を
住
吉
と
あ
や
し
い
か
な
る
あ
ま
が
い
ふ
ら

む▽
出
典
未
詳
。

（
33
）
磯
貝
（
下
・
一
〇
丁
・
表
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
二
〇
番
）

 

　
　

磯
介　

右
十

 

夫
木　

人
丸

 

水
底
の
玉
に
ま
じ
れ
る
磯
貝
の
か
た
恋
の
み
ぞ
年
は
へ
に
つ
ゝ

▼
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
八
二
番

（
い
そ
が
ひ
／
題
し
ら
ず
／
人
丸
、「
か
た
こ
ひ
の
み
に
」）

 

※  

『
万
葉
集
』巻
第
十
一
、
二
八
〇
六（
二
七
九
六
）番（「
水ミ

ナ
ソ
コ
ノ泳〈

み

づ
く
く
る
〉」「
独カ

タ
コ
ヒ
ノ
ミ
ニ

恋
耳
〈
か
た
こ
ひ
の
み
に
〉」

（
34
）
こ
や
す
貝
、（
35
）
酢
貝
、（
36
）
ゑ
ぼ
し
貝
、（
37
）
珠
貝
、（
38
）

帆
貝
、（
39
）
こ
も
貝

 

所
載
歌
な
し
。

（
40
）
か
ら
す
貝
（
下
・
一
〇
丁
・
裏
、
前
歌
仙
三
十
六
首
和
歌
・
二
五

番
）

 

　
　

烏
介　

左
十
三

 

山
家
集　

西
行

 

浪
よ
す
る
し
ら
ゝ
の
濱
の
か
ら
す
貝
拾
ひ
や
す
く
も
お
も
ほ
ゆ
る
か

な▼
『
山
家
集
』
下
、
雑
、
一
一
九
六
番
（
内
に
か
ひ
あ
は
せ
せ
ん
と

せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
人
に
か
は
り
て
）

▽
『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物
部
、
一
三
〇
九
〇
番

（
か
ら
す
が
ひ
／
同
〈
内
裏
の
か
ひ
あ
は
せ
に
人
に
か
は
り
て
〉
／

同
〈
西
行
上
人
〉）

▽
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
十
八
、
四
八
五
一
番
（
白
良
浜　
又
云
真
白
良

浜
／
西
行
）

出
典
と
し
て
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、『
斎
宮
貝
合
』
で
あ
ろ
う
。（
6
）

（
7
）（
8
）（
11
）（
14
）（
15
）（
31
）
の
七
首
の
歌
が
見
え
る
。『
新
編
国

歌
大
観
』
解
題
（
糸
井
通
浩
氏
）
に
拠
れ
ば
、
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
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一
八

五
月
一
六
日
、
当
時
伊
勢
斎
宮
で
あ
っ
た
後
朱
雀
院
皇
女
良
子
内
親
王
を

主
催
者
と
す
る
貝
合
で
、
陽
明
文
庫
所
蔵
本
が
孤
本
と
し
て
伝
わ
る
と
い

う
。
た
だ
し
、先
の
七
首
の
う
ち
五
首
は
『
夫
木
抄
』
に
載
っ
て
お
り
、こ

こ
か
ら
の
採
歌
が
多
い
だ
ろ
う
。『
夫
木
抄
』
巻
二
十
七
、
雑
部
九
、
動
物

部
に
は
、「
貝
」
題
の
歌
群
（
一
三
〇
七
四
〜
一
三
一
〇
七
）
が
あ
る
。

ま
た
、
西
行
法
師
『
山
家
集
』
の
歌
も
六
首
を
数
え
る
。
中
で
も
、「
内

に
か
ひ
あ
は
せ
せ
ん
と
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
人
に
か
は
り
て
」
と
い
う

詞
書
を
有
す
る
歌
群
（
一
一
八
九
〜
一
一
九
七
番
）
の
歌
は
、（
1
）（
5
）

（
17
）（
40
）
の
四
首
あ
る
。『
夫
木
抄
』
に
は
、全
六
首
の
う
ち
（
19
）
を

除
く
五
首
が
載
る
。

な
お
、（
27
）「
芦
貝
」
の
題
に
載
る
津
守
国
冬
歌
は
、
本
来
、「
芦あ
し
か
び牙

」

（
芦
の
若
芽
）
の
意
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

『
貝
盡
浦
の
錦
』
下
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
貝
で
も
、
実
は
、
同
書

上
巻
に
、「
こ
や
す
貝
」（
上
・
一
七
丁
・
表
、
貝
子
）、「
酢
貝
」（
上
・

一
四
丁
・
表
）、「
ゑ
ぼ
し
貝
」（
上
・
二
四
丁
・
表
、
烏
帽
子
介
）、「
珠

貝
」（
上
・
二
〇
丁
・
表
、
玉
介
）
の
名
が
見
え
る
。
中
で
も
「
珠
貝
」
は
、

『
斎
宮
貝
合
』
に
、「
う
ら
ち
か
み
よ
る
く
る
ふ
ね
の
と
も
す
ひ
の
か
げ
か

と
み
え
て
と
も
す
ひ
か
る
玉
が
ひ
」（
一
七
／
『
夫
木
抄
』
巻
第
十
九
雑
部

一
、
七
九
一
八
番
に
も
）、「
い
さ
り
す
る
あ
ま
の
た
く
ひ
と
み
え
つ
る
は

た
ま
が
ひ
よ
す
る
ひ
か
り
な
り
け
り
」（
三
一
）
の
二
首
の
歌
が
あ
る
。

さ
て
、
本
伝
書
に
は
十
の
地
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
錦
の

浦
」
に
つ
い
て
は
、（
11
）「
錦
貝
」
で
取
り
上
げ
た
「
こ
き
ま
ぜ
に
」
の

歌
に
詠
ま
れ
て
お
り
、『
貝
盡
浦
の
錦
』
は
、
上
巻
の
序
文
に
続
い
て
こ
の

歌
を
挙
げ
る
（
上
・
一
丁
裏
〜
二
丁
表
）。
そ
の
他
、「
吹
上
濱
」
は
（
1
）

「
す
だ
れ
貝
」、「
籬
が
嶋
」
は
（
3
）「
梅
の
花
貝
」、「
千
く
さ
の
濱
」
は

（
12
）
ｂ
「
い
ろ
貝
」、「
伊
勢
の
海
」
は
（
4
）
ａ
「
さ
く
ら
貝
」・（
25
）

「
し
ほ
貝
」、「
衣
の
浦
」
は
（
10
）「
き
ぬ
た
貝
」、「
色
の
濱
」
は
（
5
）

「
真
穂
貝
」、「
み
つ
の
濱
」
は
（
2
）「
わ
す
れ
貝
」
の
項
目
に
取
り
上
げ

た
歌
に
用
例
が
見
出
せ
る
。
ま
た
、「
難
波
潟
」
は
、
前
掲
『
山
家
集
』
の

「
内
に
か
ひ
あ
は
せ
せ
ん
と
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、人
に
か
は
り
て
」
と
い

う
詞
書
を
有
す
る
一
連
の
歌
群
の
中
に
、「
な
に
は
が
た
し
ほ
ひ
ば
む
れ
て

出
で
た
た
ん
し
ら
す
の
さ
き
の
こ
が
ひ
ひ
ろ
ひ
に
」（
下
・
雑
・
一
一
九
〇
）

と
い
う
歌
が
あ
る
。「
志
戸
の
浦
」
は
、『
平
家
物
語
』
志
戸
合
戦
で
も
知

ら
れ
る
が
、
貝
に
関
わ
る
和
歌
の
用
例
は
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。

前
述
の
大
枝
流
芳
に
は
、『
香
道
千
代
の
秋
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。、そ

の
中
に
、「
拾
貝
香
」
と
い
う
組
香
が
見
え
る
。
盤
を
海
辺
に
見
立
て
、

三
十
六
歌
仙
に
倣
い
、
貝
を
海
と
磯
に
十
八
個
ず
つ
三
十
六
個
並
べ
て
置

き
、
催
馬
楽
『
伊
勢
の
海
』
を
主
題
と
し
て
四
種
類
の
香
を
聞
き
分
け
て
、

聞
き
当
て
る
と
盤
上
の
貝
を
得
る
と
い
う
組
香
で
あ
る
。
本
組
香
は
、
こ

の
「
拾
貝
香
」
の
発
想
を
も
と
に
、
同
じ
大
枝
流
芳
の
『
貝
盡
浦
の
錦
』

を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、『
貝
盡
浦
の
錦
』
は
、
先
行
す
る
『
教
訓
注
解　

絵
本
貝
歌
仙
』
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一
九

（
延
享
五
年
〈
一
七
四
八
〉
刊
）
を
念
頭
に
著
さ
れ
た
と
思
し
い
。『
貝
盡

浦
の
錦
』
所
載
歌
の
多
く
は
『
教
訓
注
解　

絵
本
貝
歌
仙
』
に
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
出
典
未
詳
歌
三
首
の
う
ち
の
（
9
）
ま
く
ら
貝
と
（
10
）

き
ぬ
た
貝
の
歌
も
、『
絵
本
貝
歌
仙
』
上
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、『
教
訓
注
解　

絵
本
貝
歌
仙
』
は
、『
三
十
六
貝
歌
合
』（
元
禄

三
年
〈
一
六
九
〇
〉
序
）
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
こ
に
も
、『
貝
盡

浦
の
錦
』
所
載
歌
を
多
く
見
出
し
、
出
典
未
詳
歌
の
う
ち
、
前
述
の
二
首

の
他
、
残
る
一
首
、（
32
）
あ
ま
貝
の
歌
も
、
上
巻
五
番
歌
（
和
泉
書
院
影

印
叢
書
5
『
恩
頼
堂
文
庫
旧
蔵 
伝
霊
元
天
皇
宸
筆 

三
十
六
貝
歌
合
』〈
富

山
高
至
編
著
・
和
泉
書
院
・
昭
和
六
十
年
十
一
月
〉）
に
見
出
さ
れ
る
。
こ

こ
に
、
貝
を
題
と
し
た
和
歌
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

《
書
巻
―
一
七
》
常
盤
木
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
常
盤
木
香

 

　
續
千
載
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

藤
原
信
實
朝
臣　
　

 

　
　

高
砂
の
尾
上
の
松
の
朝
霞
た
な
引
見
れ
は
春
は
来
に
け
り

 

　
古
今
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ
み
人
し
ら
す　
　

 

　
　

我
見
て
も
久
敷
成
ぬ
住
の
江
の
岸
の
姫
枩
い
く
世
經
ぬ
ら
ん

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。」
書
三
六
ウ

一　

初
二
炷
聞
二
次
、
後
一
炷
聞
六
次
也 

本
香
を
開
く
は
十
炷

皆
焚
終
り
て
開
く
也

。

一　

高
砂
松
の
香
、
尾
上
松
の
香
、
住
吉
松
の
香
、
岸
姫
松
の
香
、
各
二

包
充
、
相
生
の
香
二
包 

客
香
也
。
一
包
充

別
香
を
包
べ
し　
、
都
合
十
包
出
香
と
す
。
高
砂
松

の
香
、
住
吉
松
の
香
斗
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
其
餘
の
香
、
皆
試

な
し
。

一　

高
砂
松
の
香
一
包
、
尾
上
松
の
香
一
包
、
交
壱
結
と
す 

前
後
の　

差
別
な
し

。
住
吉
松

の
香
一
包
、
岸
姫
松
の
香
一
包
、
交
壱
結
と
し
て
二
結
」
書
三
七
オ
打
交

て
二
炷
聞
に
焚
出
し
終
り
て
、
残
六
包
を
一
炷
聞
に
し
て
焚
出
す
也
。

 

　

但
し
札
筒
は
毎
次
廻
し
、
札
を
折
居
に
入
置
べ
し
。

一　

香
十
包
焚
終
り
て
後
に
、
札
を
折
居
よ
り
出
し
、
一
同
に
記
録
に
し

る
し
て
、
本
香
包
を
開
て
点
星
を
か
く
る
也
。

一　

高
砂
松
と
尾
上
松
と
組
た
る
は
、
播
磨
の
松
の
札
を
打 

前
後
の
差
別

な
し　
　
　

。
住

吉
松
と
岸
姫
松
と
組
た
る
は
、
摂
津
の
松
の
札
を
打
べ
し
」
書
三
七
ウ

前
後
の
差
別

な
し　
　
　

。
香
本
に
も
如
此
認
べ
し
。

一　

記
録
本
に
は
、
二
炷
充
並
べ
て
認
る
也
。
記
録
点
は
、
播
磨
松
・
摂

津
松
の
中
り
は
一
点
長
く
掛
る
。
も
し
皆
中
成
る
時
は
一
点
を
ま
し

て
二
点
に
す
る
べ
し
。
其
外
の
香
は
二
炷
中
り
た
る
は
二
点
充
、
一

炷
の
片
中
は
一
点
た
る
べ
し
。
相
生
の
香
は
何
人
に
て
も
二
点
充
也
。

一　

高
砂
松
と
住
吉
松
と
聞
違
、
星
一
つ
、
又
尾
上
松
と
岸
姫
」
書
三
八
オ

松
と
聞
違
、
同
前
也
。
其
餘
聞
違
、
星
な
し
。

一　

札
打
様
は
、
高
砂
松
花
の
一
、
尾
上
松
花
の
二
、
播
磨
松
花
の
三
、
住
吉

松
月
の
一
、
岸
姫
松
月
の
二
、
摂
津
松
月
の
三
、
相
生
ウ
の
札
を
用
ひ
て
よ
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し
。

一　

此
組
香
は
、
古
今
集
の
序
に
、
高
砂
・
住
の
江
の
松
も
、
相
生
の
様

に
覚
へ
と
有
り
と
云
心
に
よ
り
て
、
相
生
客
二
包
に
し
て
、
一
包
を

聞
も
口
傳
有
事
也
。

一　

記
録
認
様
大
概
左
の
ご
と
し
。」
書
三
八
ウ

 

　
　

常
盤
木
香
記

 

　
〔
表
〕」
書
三
九
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

　
　
　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　

…

　
　

高
砂
松　
　

2　
　
　

2　

2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
＝
×
＋
2

　
　

尾
上
松　
　

2　
　
　

2　

1　
　
　
　
　

後

　
　
　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　

…　
　

　
　

　
…

　
　

住
吉
松　
　

2　
　
　

2　

2　
　
　
　
　

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
＝
×
＋
2　
　
　

6

　
　

岸
姫
松　
　

2　
　
　

2　

1　
　
　
　
　

×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　

相
生
一　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　

相
生
二　
　
　

本
香
に
は
、地
香
「
高
砂
松
」「
尾
上
松
」「
住
吉
松
」「
岸
姫
松
」
の
香
、

各
二
包
と
、
客
香
「
相
生
」
の
香
を
別
香
で
一
包
ず
つ
、
計
二
包
の
、
計

十
包
を
用
い
る
。
地
香
「
高
砂
松
」「
住
吉
松
」
の
香
の
み
試
香
を
行
う
。

本
組
香
は
、
初
段
の
二
炷
聞
き
二
回
と
、
後
段
の
一
炷
聞
き
六
回
か
ら

成
る
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。

初
段
で
は
、「
高
砂
松
」
の
香
と
「
尾
上
松
」
の
香
、「
住
吉
松
」
の
香

と
「
岸
姫
松
」
の
香
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
包
ず
つ
二
組
に
す
る
。
試
香
の
あ

る
香
と
な
い
香
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
二
炷
聞
き
に
す
る

が
、
二
炷
の
う
ち
、
出
た
香
の
前
後
は
問
わ
な
い
。
後
段
は
、
残
り
の
六

炷
を
一
炷
聞
き
に
す
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。
前
段
で
は
、「
高
砂
松
」「
尾
上
松
」

の
香
の
組
を
「
播
磨
の
松
」
と
称
し
て
「
花
三
」、「
住
吉
松
」「
岸
姫
松
」

の
香
の
組
を
「
摂
津
の
松
」
と
称
し
て
「
月
三
」
の
札
を
打
つ
。
ま
た
、後

段
で
は
、「
高
砂
松
」
の
香
に
は
「
花
一
」、「
尾
上
松
」
の
香
に
は
「
花

二
」、「
住
吉
松
」
の
香
に
は
「
月
一
」、「
岸
姫
松
」
の
香
に
は
「
月
二
」、

「
相
生
」
の
香
に
は
「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。
札
筒
は
毎
回
廻
し
、札
を
折
居

に
入
れ
て
お
く
。

記
録
に
は
、
二
炷
を
並
べ
て
記
す
。
前
段
の
「
播
磨
の
松
」「
摂
津
の

松
」
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
一
点
ず
つ
だ
が
、
合
点
を
長
く
記
す
。
十
炷

す
べ
て
を
聞
き
当
て
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
点
を
加
え
て
二
点
と
す
る
。
後

段
で
は
、
二
炷
聞
き
当
て
る
と
二
点
、
一
炷
の
み
で
は
一
点
で
あ
る
。
た

だ
し
、「
相
生
」
の
香
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
二
点
を
得
る
。

星
は
、
試
香
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
地
香
「
高
砂
松
」「
尾
上
松
」「
住

吉
松
」「
岸
姫
松
」
の
香
を
聞
き
違
え
た
場
合
に
一
つ
付
す
。
客
香
「
相

⎫｜⎬｜⎭⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

⎫｜⎬｜⎭

*
**

*

*
*

*

*

*
*

*
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一

生
」
の
香
を
聞
き
違
え
て
も
星
は
付
け
な
い
。

な
お
、
客
香
「
相
生
」
の
香
は
別
香
で
二
包
出
香
さ
れ
る
が
、
一
包
の

み
聞
き
当
て
た
場
合
に
は
口
伝
が
あ
る
と
い
う
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
は
、
次
の
二
首
の
歌
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

 

　
　

洞
院
摂
政
家
百
首
歌
に
、
霞　
　
　

 

藤
原
信
実
朝
臣　
　

 

た
か
さ
ご
の
を
の
へ
の
松
の
あ
さ
が
す
み
た
な
引
く
み
れ
ば
春
は
き

に
け
り

 
 

『
続
千
載
集
』
春
上
、
三
七
番

 

　
　
（
題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　

 
よ
み
人
し
ら
ず
）　　

 

我
見
て
も
ひ
さ
し
く
成
り
ぬ
住
の
江
の
岸
の
姫
松
い
く
よ
へ
ぬ
ら
む

 
 

『
古
今
集
』
雑
上
、
九
〇
五
番

香
名
「
高
砂
松
」「
尾
上
松
」
は
前
者
か
ら
、
ま
た
、「
住
吉
松
」「
岸
姫

松
」
は
後
者
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、前
段
で
、「
高
砂
松
」「
尾

上
松
」
の
組
を
「
播
磨
の
松
」、「
住
吉
松
」「
岸
姫
松
」
の
組
を
「
摂
津
の

松
」
と
呼
ぶ
の
も
、そ
れ
ぞ
れ
歌
枕
「
高
砂
」「
住
吉
」
の
所
在
地
に
拠
る
。

な
お
、「
住
吉
の
松
」
の
「
住
吉
」
は
、『
古
今
集
』
で
は
「
住
の
江
」
と

い
う
本
文
で
あ
る
が
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
し
て
も
、「
住
吉
の
松
」

の
方
が
「
住
の
江
の
松
」
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
。

ま
た
、
客
香
「
相
生
」
は
、
次
の
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
一
説
に
拠
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

 

さ
ざ
れ
い
し
に
た
と
へ
つ
く
ば
山
に
か
け
て
き
み
を
ね
が
ひ
、
よ
ろ

こ
び
身
に
す
ぎ
た
の
し
び
心
に
あ
ま
り
、
ふ
じ
の
け
ぶ
り
に
よ
そ
へ

て
人
を
こ
ひ
松
虫
の
ね
に
と
も
を
し
の
び
、
た
か
さ
ご
す
み
の
江
の

ま
つ
も
あ
ひ
お
ひ
の
や
う
に
お
ぼ
え
、
を
と
こ
山
の
む
か
し
を
お
も

ひ
い
で
て
を
み
な
へ
し
の
ひ
と
と
き
を
く
ね
る
に
も
う
た
を
い
ひ
て

ぞ
な
ぐ
さ
め
け
る
、

「
相
生
」
の
香
二
包
を
別
香
に
す
る
こ
と
で
、「
相
生
」
の
「
高
砂
」「
住
の

江
」
の
松
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。

附
記

　

本
稿
は
、「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
19

期
研
究
会
第
4
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題

番
号
１
６
Ｋ
０
０
４
６
９
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
）
に
お
け

る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

*
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二

【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
書
・
一
七
丁
裏
）

（
書
・
一
八
丁
表
）

（
書
・
一
八
丁
裏
）
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二
三

（
書
・
一
九
丁
表
）

（
書
・
三
〇
丁
裏
）

（
書
・
三
一
丁
表
）

（
書
・
三
一
丁
裏
）
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二
四

（
書
・
三
二
丁
表
）

（
書
・
三
二
丁
裏
）

（
書
・
三
六
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

二
五

（
書
・
三
七
丁
表
）

（
書
・
三
七
丁
裏
）

（
書
・
三
八
丁
表
）

（
書
・
三
八
丁
裏
）



社会科学　第 49 巻  第 1号

二
六

（
書
・
三
九
丁
表
）


